モンダイ ト シテ ノ キンダイ フドキ : フドキ アイ ケンキュウ ノ タメ ニ by 立岡 裕士 & Yuuzi TATUOKA
1 はじめに
現在の日本では「風土記」は愛される言葉（の一つ）である。詳しくは次章で述べるが，「風土記」は図書・
文章の題名で頻用されるだけでなく，楽曲や絵画の題名，さらには商品（食品・酒類）の名前にも使われ，施設・
事業所の名称にまで用いられている。この「風土記」への愛着現象（風土記愛）は二つの点から検討に値する。
すなわち一つは，社会現象そのものとしてである。いわゆる古風土記は当初から二次的な資料視されていたと言
われ（秋本，1963，p．334），また近年まで文学的評価が低かったと言われる（橋本，2013，p．7）。しかし古代
に関する典拠資料としては平安末から尊重せられ（秋本，1963，p．321），また中世には古伝承を記載するもの
として「風土記」が新たに作られた可能性が指摘されている（兼岡，2008，p．181）1）。かくして，「淡海公ノ時
分ヨリ此書ヲ集テ延喜帝ノ時成就セリ近代伝ラス」（『日本書籍考』5オ）という林鵞峯の解説に現れているよう
に，近世には風土記は失われた王朝文明の一つの象徴になったのではなかろうか2）。こうした感覚がどれほど共
有されていたか，さらに近代とどのように連続・断絶するかは今後明らかにするべき問題である。ともかくも現
代の風土記愛は短期的な現象ではないことが予想される。風土記愛を検討する必要性の第二点は地理学の存在に
かかわる。近代社会において，科学者はまず科学界において活動することによりその外の社会において多少とも
自立することができた。しかしその自立はあくまで相対的・限定的なものであり地理学者の活動は外部社会の期
待によって規定される。その期待を形成する要素の一つが，人々のもつ地理学観であることはいうまでもない。
風土記愛の流行のなかで，「風土記」の内包が共有されているとは限らない。しかし少なからぬ「風土記」図書
において，風土記とは地誌の一つであると説明されている。この説明が共有されている限りで，風土記とは地誌
すなわち地理（学）に関わる書と考えられているのであるから，「風土記」はその人々が観念する地理学の内容
を考える端緒となるであろう。
筆者は風土記愛の実態把握を図書の点から進めたい。図書には作者があり，想定している読者があり，それら
に応じた内容がある。したがって，
・それらが何を風土記として記載しているか，
・それらでは「風土記」の定義が明示されているか否か，その定義と記載内容とが相応しているか否か，
・それらの記載内容や「風土記」の定義は読者の想定といかなる関係にあるか
・それらの記載内容や「風土記」の定義が作者の立場といかなる関係にあるか
といった点を考えていけば，近代日本における風土記愛とその変遷とを（図書の点から）系統的に把握すること
ができるのではないかと考える。本稿はその準備作業の報告である。
2 風土記愛の広がり
上記のように，本稿では，起源的には風土記愛の中心にあるはずの，風土記と題された図書・文章を調査対象
とする。しかしそれに先立ち，風土記愛がどれほど広がっているかを概観したい。ただしこの点については系統
的な調査を行っていないため，基本的にインターネット上で知りえた事例を紹介するにとどめる3）。
○絵画・版画・写真作品（展）
図書として刊行された作品集で「風土記」を冠するものは少なくないが，ここでは省略する。単行の作品に
は絵画では「新・風土’記」（小松美羽）がある。作品展には「鉄道風土記 第1～3回」（Railway Graphic
D.E.F.）「多摩川風土記 138kmの旅」（現代写真研究所）「つぶやき写真展5 きしわだ“食”の風土記」（岸
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和田市）「妻籠宿・平成風土記」（川島英嗣）「近江風土記祈りの風景」（加藤國子）「わが風土記－山陰の風と
光」（植田正治）など。絵画展では「ふるさとを描く－いばらき美術風土記－」展（茨城県近代美術館）「岩手
風土記」展（及川修次）「ハリマ風土記」（針間文彦）「かながわ版画風土記」（版画アンデパンダンかながわ）
などがある。
○演劇など
戯曲として発表された「雪女風土記」（竹内勇太郎）「肥前風土記」（田中千禾夫）「日暮町風土記」（永井愛）
はそれぞれ複数の団体によって上演されている。
特定の個人・団体が上演したものとしては，演劇「播磨國風土記？ アユを食べないミカドのお話」（東播磨
高校演劇部）「霞ヶ浦風土記～漁師はやめられないね」（大野修司リターンズ）「下水道河内風土記」（関西消費
者連合会）・オペラ「異本出雲風土記」（狩野温・菅野浩和）「雪女風土記」（佐藤真・竹内勇太郎）「こども風
土記」「わらべ唄風土記」「物語風土記」「江戸風土記「小さな花がひらいた」」「花の宝塚風土記－春の踊り－」
（以上5題はいずれも宝塚歌劇団）・人形劇「こどものための人形日本風土記」（人形劇団プーク）・舞踊「創
作琉球舞踊組曲新南島風土記ニライの島」（高江洲義寛・新崎恵子）などがある。
○映画
「信濃風土記より 小林一茶」（東宝）「河内風土記 おいろけ説法／続おいろけ説法／おいろけ繁盛記」（宝塚）
「粥川風土記」（民族文化映像研究所）「ふるさとからくり風土記－八女福島の燈籠人形」（ポーラ伝統文化振
興財団）
○TV番組
「こども風土記」「日本風土記」「新日本風土記」「村の風土記」「どきどきこどもふどき」（以上 NHK）「民
謡風土記」（東北放送）「近江風土記」（びわ湖放送）「妙高風土記」（妙高チャンネル）「四日市風土記」（三重
テレビ放送）「ちば見聞録」（千葉テレビ放送。26回のうち5回に「風土記～松戸あたり～」などの副題がつけ
られている）
○ラジオ番組
放送劇「伊賀風土記」FMなばり「こども風土記」（NHK）「肥前風土記」（NBCラジオ佐賀）「ラジオ風土
記」（TBS）
○音楽
「少年少女のための合唱風土記 組曲城下町の子ども」「女声／混声 合唱組曲 おおさか風土記」（いずれ
も岩河三郎）「女声合唱とピアノのための組曲 こころの風土記」（小林秀雄）「混声合唱組曲 筑後風土記」（団
伊玖磨）「肥後子供風土記 児童合唱団のための合唱組曲」（滝本泰三）「男声合唱阿波合唱による風土記」（三
木稔）は楽譜として出版され，いずれも複数の団体によって上演されている。
レコード・CDなどとしては次のものがある：「武蔵国風土記序曲」（伊藤松博）「秋の風土記」（菊重精峰）
「組曲 池田織殿風土記」（千秋次郎）「協奏符 幻騒風土記」（東方 project）「吉備国風土記」（飛山桂）「抒
情詩遠い日の歌－こども風土記－」（中尾ミエ他）「組曲 人形風土記」（長沢勝俊）「尺八合奏曲 津軽風土記」
（野村峰山）「姫神風土記」（姫神）「武蔵国風土記間奏曲」（山川園松）「吉備国風土記」（吉原佐知子）「モガ
リ・イヴ」（JINMO。CD収録作品中に「播磨国風土記」あり）
○webページ
「青森風土記」「青森の風景・文化風土記」「宇津孝の海山風土記」「おいしさ満載風土記」「隠岐国風土記」「岳
南風土記」「中乗さんどっとこむ－木曽の風土記」「マルチメディア 平成の風土記 岐阜」「球場風土記」「き
もの風土記」「久賀島風土記」「幻影風土記」「相模国現代風土記」「ハイパー風土記札幌」「さやま民話風土記」
「散策風土記」「塩風土記」「酒々井風土記－酒々井宿物語－」「焼酎風土記」「庄内風土記」「上毛風土記」「人
物風土記」「全国源流風土記Web−GIS」「高崎新風土記」「筑豊風土記」「土佐市ハイパー風土記」「南端風土
記」「にしのみや山口風土記」「庭風土記」「ねりまの風土記」「パゲ僧のおらんく風土記」「パノラマ写真風土
記」「ハリマ風土記」「播磨・風土記の里」「東松山風土記」「ふるさと風土記」「まほら風土記」「まほろば風土
記」「水の風土記」「みなみ北海道美食風土記」「武蔵国カメラ風土記」「野洲川風土記」「やっちゃん風土記」「山
梨子ども風土記」「吉川風土記」「ローカル放送風土記」
○市民講座などの名称（風土記を読む類のものは省略する）
あかし楽歴史講座「新明石風土記」（明石市）・なす風土記講座（那珂川町）・成人大学講座「越佐の人物風
土記」（新潟市）・おどり風土記 NIPPON－うるわしい日本（地球の鼓動）
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○施設・事業所などの名称
風土記の丘4）・みちのく子供風土記館（秋田市）・湯梨浜町ハワイ風土記館・風土駅上州風土記（群馬県長野
原町。飲食店）・らーめん風土記（大阪市。飲食店）
○商品名
菓子：出雲国風土記出西しょうが餅（松江市）・因幡風土記（鳥取市）・宇久島風土記（佐世保市）・近江風
土記（近江八幡市）・おかき風土記うにわさび（芦屋市）・下野風土記（小山市）・肥後風土記（八代
市）・常陸風土記（鹿島市）・豊後風土記（大分市）・落花生風土記（館山市）
酒類：「吟醸酒 伊勢風土記」（津市）・出雲の國いも風土記（出雲市）・出羽風土記セット（酒田市）・能
登風土記の丘（七尾市）。ほかに「飯能風土季」（飯能市）という商品もある。
ウドン：笠間麺風土記（笠間市）・「讃岐うどん 四季の彩り 風土記」（観音寺市？）
味噌：「健康・風土記」（上田市）
茶：「古代茶 常陸風土記」（石岡市）
カレンダー：日本の風土記・天童風土記・山城風土記（日本新薬）
年賀状デザイン：日本風土記
これら以外の領域については未確認である5）。調べるまでもなく予想されるように，概して伝統志向的・懐古趣
味的な場で用いられていることが多いように見える。しかし全ての事例がそのような志向をもっているとは言え
ず，またそうした志向が必ず「風土記」に向かうわけでもない。包括的な調査を必要とする所以である。
3 対象の設定
調査の実現性の点から，公共図書館に所蔵されている，近代以降に出版された図書を対象とする。具体的には，
国会図書館の蔵書検索により得られた結果に若干の修正・補足を加えたものである。すなわち「風土記」をタイ
トルとして検索すると，図書3141が得られる（2015年9月27日現在）6）。しかしそのなかには重複と判断されるも
のがあった7）ので除外し，逆に欠落については知りえた範囲で追加した8）。
さらに，複数巻で構成されている図書や叢書の扱い方が国会図書館の「目録」では必ずしも同じではない。今
回の作業では刊行状況を記述する単位として，物理的な冊子を用いた。ある種機械的な仕方で膨大な冊数が生産
される叢書の一冊々々を単行本の一つ一つと同一視したり，あるいは複数冊に分化されているにすぎない一つの
書物を冊数に応じて多重に計上することが不合理なことは明らかである。しかし，一つの書物が何であるかとい
うことは必ずしも明らかではない（例えば『あしや子ども風土記』は9年かけて1～9集が刊行された。これは
全9巻の一つの書物なのか，9冊の本からなる叢書なのか？）。また，叢書と呼ばれるものには，その内部の均
一性について極めて大きな違いがある（農文協の『人づくり風土記』はどの県も基本的に同様の構成をなしてい
る。しかし，「文理閣子ども風土記」のシリーズは単に文理閣から出版されたというにとどまらずある種の関連
を持ちつつ作成されたことは確かであるが，内容的には共通性を持たない。小山書店の「新風土記叢書」に至っ
ては，小山書店から刊行された以上の共通点はほとんどない随筆集である（立岡（2015）参照）。これらの点を
考えると当面の作業としては，物理的な冊子を単位として出版状況を把握することは，最も容易であるとともに
事前の思い込みをまぬがれうる点で，採るべき方途であると考えられる。
以上の処置により，3521冊の図書が今回の調査の対象となった（これらは「風土記」という文字を題名に含む
か，「風土記」という文字を含む題名の文章を収めた図書である。ここではそれらを「風土記類」と総称する）。
風土記類はさらに次の3種に分けることができる：
Ⅰ 古風土記関係
1 本文（影印・校訂・翻刻・翻訳・・）
2 古風土記を対象とした図書
3 古風土記世界の案内書
4 古風土記を資料とした図書（定義上，古代妄想史や偽史の類もここに含める）
Ⅱ 近世（中世のものを含む）風土記関係
古風土記の1～4に同じ
Ⅲ 近代風土記
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本稿で主に対象とするのは近代風土記であるが，その位置づけを明らかにするために，古風土記・近世風土記
関係の図書にも触れる。風土記類3521冊のうち原本（またはそのデジタルデータ）を確認したのは850冊である。
今回の報告は対象の選定においてもまた内容確認においても中間段階の報告である。しかし大勢をうかがうのに
は十分ではないかと考える。
4 結果
①風土記類の刊行動向
3521冊のうち，古風土記関係は464，近世風土記関係は427，でそれぞれ全体の13％・12％を占める。残りの
2630（75％）が近代風土記である。それらの年代別刊行状況を図1に示した。およその特徴は次の通りである（い
うまでもなく，2010年代は他の年代の半分の期間に過ぎない）：
・古風土記関係の刊行は1940年代に断絶があるが，その前後の1920～1930年代，および1950年代以降，はそれ
ぞれ次第に増加している。
・近世風土記関係は刊行数の多い時期が間欠的に現れる（1930年代・1970年代・1990年代）
・近代風土記は1930年代から急増した。戦後は1980年代をピークに対称的な頻度分布を示す。戦後の書籍刊行
数が一様に増加していること（図2）からして，近代風土記の出版数が1980年代にピークをなしていること
は，特異である。その原因の一つとして，日本全国を対象とした大部な叢書がこの時期いくつも刊行された
という事情もある（表1）。しかし，それを考慮しても1980年代の刊行数は著しく多い。いわゆる泡沫景気
あるいはそれと表裏をなすところの「地方」の荒廃といったものが時代的背景をなすのであろうか。
・第3章で触れたように，叢書を認定することは必ずしも容易ではないが，東京日日新聞・大阪毎日新聞の連
載を書籍化した『経済風土記』（1928～1932）は最初の風土記叢書と言えるであろう9）。ついで「新風土記叢
書」（小山書店1936～1948）・「新東亜風土記叢書」（岡倉書房1941～1942）・「大東亜こども風土記」（成徳書
院1942）などがある10）。戦後は日本全域を対象としたものだけでも多くのものが出された（表1）。これに
ついて特徴を指摘すると，①1950年代後半と1970年代後半から1980年代前半との二つの時期に多く刊行され
図1 風土記類の刊行数
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表1 日本全域にわたる叢書として刊行された近代風土記
叢書名 刊行期間 出版社 冊数 子ども向け
綴方風土記 1953 1954 平凡社 8＋1 ○
新風土記 1954 1958 岩波書店 47
日本文化風土記 1955 1956 河出書房 7
新しい日本風土記：ぼくらの郷土． 1957 1957 小峰書店 3 ○
風土記日本 1957 1958 平凡社 7
＊日本の風土記 1958 （1960） 宝文館 （16？）
＊少年少女文学風土記：ふるさとを訪ねて 1958 （1963） 泰光堂 （15県） ○
学習日本風土記 1959 1959 講談社 7 ○
子ども日本風土記 1970 1975 岩崎書店 47 ○
新日本風土記 1974 1977 国土社 20 ○
＊新○○風土記 1975 （1982） 創土社 （12県）
えほん風土記 1977 1981 岩崎書店 47 ○
＊○○県風土記 1979 （1985） トラベル・メイツ （12県）
おはなし歴史風土記 1981 1986 岩崎書店 47 ○
＊○○の子ども文学風土記 1981 （1986） 日本標準 （13県） ○
＊目でみる新○○風土記 1982 （1988） 国書刊行会 （7地区）
＊○○県風土記 1984 （1996） 旺文社 （18県）
人作り風土記 1987 2000 農山漁村文化協会 47＋1 ○
新風土記（復刻） 1988 1988 岩波書店 47
ビジュアルワイド新日本風土記 1988 1988 ぎょうせい 49 ○
・日本全域にわたる叢書として計画されたものか否かは，各図書巻末の広告などを参照しつつ，筆者が判断した
・叢書名の頭に「＊」を付けたものは，完結しなかったか，当初からの計画か，全国を被覆していないもの
・「刊行期間」欄の左は刊行開始の年，右は完結の年を示す（（）は，全国を被覆していない叢書の最終冊刊行年）
資料：日本の長期統計系列・日本統計年鑑
図2 書籍発行部数の推移（1945年～2012年）
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ている，②1950年代の叢書は県より大きい地方を単位とした比較的小冊数の叢書が多いのに対して1970～80
年代の叢書は基本的に県を単位とする大部なものである，③子ども向けの叢書が全体の半ばを占める，など
が挙げられる。1960年代を頂点として，1950年代からの四半世紀が文学全集の時代と呼ばれる（田坂，2007，
pp．1～2）。こうした文学全集の隆盛は高度経済成長との関連で説明される（絓，1999）が，1960年代に風
土記叢書が全く見られないことは，風土記叢書の隆替は文学全集の消長とは違う要因に規定されているので
あろう。
②近代風土記が対象とする空間
近代風土記には，題名に地名を含むものと含まないものとがある。後者には，特定の地域を描くことを目的と
していない場合や，想定する全体空間に対する意識が希薄なものもある。しかしそうとはいえないものもあり，
地名の有無は絶対的な差ではない。全体として，8割程度のものが地名を題名に含んでいる（表2）。地名の有
無には時期的な違いがあり近年は地名のないものが多いように思われる。
地名が示されているものを，対象地によって区分すると，
・圧倒的に多くが日本国内である
・外国の風土記は1930年代・1940年代に集中的に現れ，しかもアジア・太平洋を対象としたものである
ことがわかる。一方，地名を明示して国内を対象としたものについて，それが対象とする空間の規模（表3）の
特徴は次のとおりである。
・1980年代までは県・旧国が多い
・1950～70年代には地方も多かった
・1930年代・1960年代および1990年代以降は県域よりも小さい地域が主流となっている。
表2 地名を題名に含む近代風土記
年 代 近代風土記総数（冊）
題名に地名
あり（％）
地名の内訳（％）
日本 朝鮮・台湾 アジア 欧米 その他
1870～ 5 40 0 100 0 0 0
1880～ 16 63 100 0 0 0 0
1890～ 2 100 0 0 100 0 0
1900～ 3 100 67 0 33 0 0
1910～ 5 100 100 0 0 0 0
1920～ 8 88 71 0 0 29 0
1930～ 55 82 53 7 36 4 0
1940～ 83 75 52 6 39 2 2
1950～ 226 84 98 0 1 0 1
1960～ 239 78 96 0 1 3 0
1970～ 483 79 98 0 0 1 0
1980～ 770 88 98 1 1 0 0
1990～ 393 89 98 0 0 1 1
2000～ 255 79 96 0 2 1 0
2010～ 85 66 96 2 2 0 0
「日本」とは現在の日本の領域（その内部）を指す。
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③地理学研究者と風土記
地理学研究者が風土記叢書の編者・監修者となっている事例やそうしたものに筆者として参加している場合は
少なくない。しかし地理学者が個人で書いた風土記は多くない。
・関口武（1968）『日本気象風土記』
・浅井得一（1978）『東京地名風土記』
・金崎肇（1978）『当世ひたち風土記』
・浅井得一（1980）『ビルマ戦線風土記』
・市川健夫（1981）『日本の食風土記』
・平岡昭利（1992）『九州水車風土記』
・横山昭市（1994）『四国経済風土記』
・横山昭市（2000）『愛媛・新風土記』
この事態は，戦前から同様であり，したがって「最近の」地理学者が地誌的なものに関心を持たなくなったため
とは考えがたい。あるいは，「風土記」が世間で好まれる故に多くの地理学者は風土記という題名を無意識的に
忌避しているのであろうか。
5 今後の課題
本稿では近代風土記の刊行状況とそれが対象とする空間の規模とを中心に調査結果を報告した。以下ではさら
に調査すべき事項を羅列して結びに換えたい。
①近代風土記の分類枠
本稿では近代風土記の内容には立ち入らなかった。それを検討するためには，多様な近代風土記を位置づけ
表3 日本の地名を表題とした近代風土記
年 代 近代風土記総数（冊）
日本の地名を
もつもの（％）
対象空間の大きさ別の内訳（％）
日本全域 地方 県 県以下
1870～ 5 0
1880～ 16 63 0 0 90 10
1890～ 2 0
1900～ 3 67 0 0 0 100
1910～ 5 100 0 0 40 60
1920～ 8 63 0 60 0 40
1930～ 55 44 4 25 21 50
1940～ 83 39 3 9 63 25
1950～ 226 82 3 26 52 19
1960～ 239 74 4 18 30 48
1970～ 483 78 2 10 48 40
1980～ 770 86 1 2 51 46
1990～ 393 87 4 5 28 62
2000～ 255 76 2 3 16 80
2010～ 85 64 2 6 19 74
・「地方」は「東／西日本」またはいわゆる8地方区分ないしはそれに準ずるもの
・「県」は旧国も含む
・「県以下」には施設名も含む
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るための分類枠が必要になる。
近代風土記はまず，何らかの場所についての記載であるものと，そうした記載を意図していないもの（後述
する文学作品としての風土記のように）と，に大別される。前者については，対象地域の扱い方と事項の扱い
方とにより分類することができよう。対象地域の扱いについては次の3種が区別される：
・一体として（分割せず）扱う
・幾つかの場所を事例的に取り上げる
・小地域に区分し，網羅的に扱う（さらに小地域に区分することもあり）
表4 近代風土記の分類枠
事 項
単 一
複 数
項目分類あり 項目分類なし
空
間
一体 A B C
事例 D E F
分割 G H I
他方，事項の扱い方については次のように2段階
に三つに区別される：
・単一の事象のみを扱う
・複数の事象を扱う
（明示的に）項目分類されている
特に項目分類がない（雑彙）
以上により，何らかの場所についての記載である
風土記は，表4の A～Iに分類することができよ
う。
②文学における風土記
文学作品のなかにも旅行記や随筆などとして，ある場所について記載しようとするものもある。しかし多く
はそうした意図がうかがえない。しかも文学作品のなかには，それ以外の分野の図書に比べて多くの人に読ま
れ，「風土記」のイメージに影響するものもあるであろう。ここでは内容に立ち入る余裕はないので作品名・
作者名と刊年とのみを表示する（表5・表6）。
風土記に対する嗜好は文学のなかでも部門によって流行時期が違うように見える。詩集は1960年代を除いて
ほぼ平均的に現れる。歌集は戦後早くに現れ，1980年代にも4作品集があるが，1990年代以降は多くない。こ
れに対して句集はむしろ近年（2000年以降）に多い。「風土記」の散文作品は1932年に現れて1950年代・1960
年代に流行した後，1980年代と2000年以降とは，あまり書かれなくなっている。さらに小説・脚本の場合，1950
年代までは風土記を冠するものには時代劇が多く，逆に1960年代以降は時代劇は僅かに2本にすぎない11）。ち
なみに「風土記」作品を書いた作家は多いが，複数書いているものはほとんどいない。それらの作品が（同じ
作者の他の作品と区別して）風土記と題されるべき理由も含めて，個別に探求するべき問題であろう。
③子どもの風土記
子どもの風土記とは，子どもを作者・読者・素材とした風土記の3種を意味しうる（もとよりこれら3種は
排他的ではない）。特に前2者は子ども自体が風土記に関わる点で，子どもに対する影響が強いであろう。子
どもを作者とするものは呉市中学校国語研究会『呉綴方風土記』（1900），子どもを読者とするものは大阪市教
育部共同研究会『大正大阪風土記』（1926），といずれも早くから作成されている（子どもを素材としたものは
柳田国男『こども風土記』（1942）で，やや遅れる）。子どもの風土記全体としても近代風土記全体とほぼ同じ
ように刊行されているが，1990年代以降は大幅に減少しており，近代風土記全体とは違った要因がうかがえ
る。
④新聞・広報に掲載される風土記
本稿の調査では全く割愛したが，新聞・雑誌に連載（または単発に掲載）された風土記は多く，先に触れた
東日・大毎の「経済風土記」のように単行本化されるものも少なくない。定期購読される新聞に掲載される場
合は，それが必ず読まれるとは限らないとしても，通常の図書よりははるかに多くの読者の眼に触れうるため，
影響力が大きいと考えられる。試みに朝日新聞において風土記を題名にもつ記事・連載を検索した（表7）。
全国版の部分では1990年代以降「風土記」記事がないのに，地方版ではそうではない。先に示した近代風土記
全体の対象空間規模の変遷と類似している。しかし新聞社・放送局を基盤とした風土記の刊行状況（図4）は
1970年代にピークがあり，近代風土記全体の動向とは少し時期がずれる。
自治体などが発行する広報紙は配布対象が空間的に限られているとはいえ，原則としてその範囲内の全世帯
立 岡 裕 士
―２４０―
に配布されている点から見れば，新聞以上に影響力が強い可能性もある。自治体広報紙は基本的に戦後始まっ
たものである（国枝，2011）が，その初期から風土記が見られ，なかには長期にわたって連載されているもの
もある12）。
表5 風土記を題名にもつ韻文の文学作品
詩 集 歌 集 句 集
1945 短歌風土記大和（吉井勇）
1947 短歌風土記山城（吉井勇）
1950 歌風土記：兵庫県（富田砕花）
1957 日本風土記（金時鐘）
1967 白系風土記（鳥羽三郎）
1977 地表風土記（宮本由多加）
1978 名蔵風土記（仲地裕子）
1981 白い風土記（大藪芳子）
1982 青畝風土記（阿波野青畝）
1985 海あかり：氷見短歌風土記（氷見短歌風土記編集委）
1986 天聴民聴：詩歌風土記（鈴木錬吾）
1987 風土記（田川紀久雄） 青の風土記（伊藤一彦）
1988 土佐の俳句風土記（磯部巌夫）
1989 北九州“詩”風土記（北九州詩人懇話会） 横浜俳句風土記（平柳青旦子）
1990 湘南三浦俳句風土記（平柳青旦子）
1991 星菫国風土記（池田時雄）
1993 ゆわえられた風寒い午後に跨がる狐狸風土記（岩淵一也）
1996 夢畔風土記（大和克子）
1999 羽前風土記（石丸弥平）
2004 風土記（日和聡子） 南部風土記（郡川宏一）
2005 風土記（山佐木進）
2006 えぞにう俳句風土記（えぞにう社）
2007 ふさの国俳句風土記（大木雪浪）
2008 風土記の森（鎌田明子）風土記（小野憲男）
俳句で詠む「みちのく風土記」
（奥田卓司）
2009 わが会津－内なる風土記（前田新）
2013 風土記野：句集（播磨俳句会）
2014 世良田風土記（清水一梧・文子）
歌集には加倉井只志『常陸国歌風土記』（1978年）もあるが，古風土記を和歌に翻案したものなので省略する。
「名蔵風土記」のみ作品名で，他は作品集の題名である。歌曲のために作られた詩については省略する。
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表6 風土記を題名にもつ散文の文学作品
発表年 題名（著者名） 時代
1932 艶麗風土記（小島政二郎） ○
1933 小説熊野風土記（佐藤春夫）
1936？ 風流風土記（三上於莵吉） ○
1937 武蔵風土記（八尋不二） 脚本 ○
1940 上総風土記（村上元三） ○
1942 子供風土記（水木洋子） 脚本（児童）
1950 うち海物語（日本子供風土記全集第1集）（波頭タネ） 児童
1951 風土記（武田泰淳）
1954 無敵坊っちゃん暴れ風土記（三橋一夫）
1955 雪女風土記（竹内勇太郎） 戯曲 ○
1956 肥前風土記（田中千禾夫） 戯曲 ○
1958 紙漉風土記（小田武夫） ○
1960～61 動物風土記（戸川幸夫） 児童
1961 南島風土記（井伏鱒二）
1961～？ 河内風土記（今東光）
1964 地芝風土記（斎藤正道） ○
1966 亀甲墓－実験方言をもつある風土記（大城立裕）
1969 みちのく子供風土記（渡辺喜恵子）
1974 送り絵美人：津軽殺人風土記（赤石宏）
1977 いぐいぐいぐいぐ：わが西山風土記より（梶山俊夫） 絵本
1977 いまなにしてる：わが西山風土記より（梶山俊夫） 絵本
1979 あまがえるどこさいった：わが西山風土記春（梶山俊夫） 絵本
1979 やまわらしだれや：わが西山風土記夏（梶山俊夫） 絵本
1979 こんこんさまよめいりいつじゃ：わが西山風土記秋（梶山俊夫） 絵本
1980 やまわらしきえた：わが西山風土記冬（梶山俊夫） 絵本
1981 越後・柏崎・風土記（北川省一）
1983 小説・出雲の国風土記（植垣節也）
1990～92 龍神のひげ：西国情炎風土記（富島健夫）
1992～2003 アマチャ・ズルチャ：柴刈天神前風土記（深堀骨）
1993 小泉八雲殺人風土記（辻真先）
1995 会津風土記（津山晋一） ○
1995 悪ガキ絵日記：但馬風土記（村上勉） 絵本
2002 日暮町風土記（永井愛） 戯曲
2012 はかぼんさん：空蝉風土記（さだまさし）
・自伝的要素のある小説は含むが，旅行記・ルポルタージュ・随筆などを除く
・「時代」欄は，当該作品が時代劇・時代小説に該当する場合に「○」を付した
・歌劇の脚本（楽譜）は省略する
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⑤古風土記・近世風土記との関係
古風土記・近世風土記自体は近代風土記ではないが，第1章にも述べたように，風土記愛のには古風土記
（・近世風土記）への関心も与っていると考えられる。そうした動きは，「○○風土記を歩く」といった講座・
イベントにも結実するもの13）であるが，その前提として古風土記が一般読者に普及する段階が考えられる。
古風土記の刊行は近世に始まったが（秋本，1963，pp．559～564），一般読者に供されたものとしては有朋
堂文庫本（1915？）・日本古典全書本（1926～1928）などが初めであろうし，価格的には岩波文庫本（1937）
が画期をなすと思われる14）。これらの本には簡単な注釈しか施されていないため，戦後の研究上の画期とされ
る（橋本，2013，p．218）岩波の古典文学大系本（1958）と朝日の日本古典全書本（1959・1960）とは一般読
者にも画期といえるであろう。さらに口語訳本は物語日本文学本（1938。1954年に重版）に始まり，戦後は河
出・筑摩の文学全集にも収録された15）。子ども向けには弘文堂の日本少年少女古典文学全集（1958）や小学館
の少年少女世界の名作文学（1966）・少年少女世界の名作（1976）などのほか，児童文学者による再話もある。
再話のなかには「風土記」という出典が表面に現れない場合もある16）。ともかくも，近代風土記の隆盛とほぼ
軌を一にして古風土記が一般読者に普及してきた（しかも内容的には多くの場合限定的な形で）ことがわかる。
付記 本稿作成にあたり，資料の閲覧と蔵書検索とのために，鳴門教育大学附属図書館および同館を介し（あ
るいは直接に）多くの図書館を利用させていただいた。関係者にお礼申し上げます。また本稿の要旨は日本
地理学会2015年春季学術大会で発表した。席上いただいた御意見に感謝いたします。
注
1）実際，成立時期は不確かながら「国名風土記」という書物には室町期までさかのぼる写本があるという（渡
辺，2011）。
2）そこから，王朝文明の後継者をもって任ずる徳川体制のもとで「風土記」を冠する公撰地誌が編纂されたと
図3 近代風土記に占める子どもの風土記
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表7 朝日新聞における風土記を冠した記事・連載
掲載年 朝・夕 回数 見出し・シリーズ題名
1934 3 モダン風土記
1937 26 戦線風土記
1938 3 小風土記（結城哀草果が連載した随筆）
1939 1 新南群島発見に生きた記録 珍・材木に若葉 豊穣な島の風土記
1940 夕 7 新風土記
1941 夕 5 続新風土記
1941 39 こども風土記（柳田国男）
1941 1 会戦地帯の風土記
1941 8 北千島新風土記
1941 2 南露戦線風土記
1944 2 新風土記
1948～50 47 ニュース風土記 （外電の彙報欄）
1952 46 新日本風土記
1953 8 選挙風土記
1955～56 夕 45 大学風土記
1956 36 物産風土記
1963 1 染色の風土記
1964～65 22 趣味の風土記
1968 56 高校野球風土記
1972～73 168 ミニ風土記 （国内各地の小ニュース彙報覧）
1973～75 夕 621 新風土記
1986～88 夕 116 ケチ風土記
1987 1 住まい風土記
1987～89 50 世界風土記・あの国この町
1988 58 高校野球新風土記
1997～2002 （茨城） 61 どうぶつ風土記
2007 夕 5 囲碁風土記
2007 （千葉） 10 新風土記 富津岬
2009～ （京築） 297＋ 新・京築風土記
2010～11 （宮城） 46 みちのく魚風土記
2014～15 （都） 33 東京風土記
朝日新聞社の記事検索サービス「聞蔵」を利用して，創刊時から現在に至る全記事を対象として検索した。
（）は筆者による注記
立 岡 裕 士
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指摘される（岩根，1933）。しかしそれ以上に，勅撰ではないからとあえて「風土記」を避けた『近江輿地誌
略』（大日本地誌大系39 凡例 p．4）や，逆に古風土記も材料収集段階にとどまって「勅撰の書」にまで達し
ていなかったと否定的に語ることで初めて自らを「風土記」と名付けえた『新編武蔵風土記稿』（大日本地誌
大系7 首巻例義 p．1）ことは，風土記の地位の高さを示すものと考える。もっとも一私人である三田浄久が
自身の『河内名所鑑』を風土記の後継と位置づけているのであるから，風土記に対する敬遠感をのみを強調す
ることはできまい。
3）簡便のため，作品などは作者などの名称のみ，商品は製造者の所在市名のみ，を記載する。そして過去のも
のも現在のものも区別なく羅列する。
4）常陸風土記の丘で開催することによる名称と思われるが，「Fコス＊茨城＊コスプレ風土記」というイベン
トがある。
5）近代日本における風土記愛，という問題設定からすれば，本来的に資料とすべきは，生産された「風土記」
に限られない。しかし現実的には，生産されていないものについて調査する（たとえばアンケートなどによっ
て）のは困難であり，しかも過去についてはもはや調べることができない。筆者は当面，調査対象を何らかの
形で公に表出されたものに限定する。
6）ちなみにその他の資料では，雑誌29（うち10は「風土記の丘」の年報類）・電子資料5・博士論文9・録音
映像49・記事2673が当たる（新聞・芦原コレクション・地図・規格リポート類には該当なし）。
7）国会図書館の目録では，一つの本が，編者の表記が二重であるなどの理由であろうか，二重に登録されてい
る場合がある。厳密には原本に当たらない限り正確な判定は困難であるが，本調査においては40文献がそれに
該当すると判断して除外した。他方，再版されたものは初版との異同が必ずしも明らかではない。そして，国
会図書館には再版書の全てが納入されているわけではない。ただし，これは出版社の意識として一つの書物の
重版と見なされている限り納入されていない（逆に，変更があると意識された場合に改めて納本される）のだ
とすれば，それに応じて「新規」の文献として計上することが許されよう。他方，「同じ」本が出版社を変え
て（あるいは同一出版社のなかでもたとえば文庫や全集に入るなどで）出版されている場合もある。これらに
ついては，違う形態での需要があるということで，別個の図書として計上することにした。
8）公共図書館も含む国会図書館サーチを利用すると「風土記」をキーワードとして該当する「本」は26269件
となったが，図書の同一性の判定が困難だったため，今回の調査では基本的にそれを利用しなかった。ただし
図4 近代風土記に占める新聞社・TV局による風土記
問題としての近代風土記：風土記愛研究のために
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「子供風土記」「子ども風土記」「こども風土記」をキーワードとして検索した結果で，国会図書館の検索結果
に欠落しているものは追加した。それ以外にも国会図書館に所蔵されていない図書や，所蔵はされているが前
記の検索方法では該当しなかったものもある。
9）『経済風土記』はまず東京日日紙上で1927年1月～1929年11月に掲載され（東京日日新聞経済部，1929，
p．1），東日本を都道府県別に取り上げた。ついで大阪毎日が西日本について連載を始め，中国・四国および
近畿・九州の一部に及んだ（大阪毎日新聞経済部，1930，p．1）ものの，結局途絶したようである。
10）戦前にはこの他に，高井貞二『中支風土記：絵・文』・向井潤吉『北支風土記：絵と文』（ともに1939年）・
吉田謙吉『南支風土記』・中村正利『太平洋風土記』（ともに1940年）がいずれも大東出版社から出版されて
いる。これらが叢書といえるか否かは今後確認したい。
11）最初期の近代風土記には，『三河後風土記』の影響なのか，時代劇に類する物が散見する（河竹黙阿弥「碁
風土紀魁舛形」（1871）・「徳川御風土記」（1880）・「伏見籠城 御風土記ノ内」（1881）・「明和後風土記」
（1883））。近代的な「風土記」小説に時代劇が多いのはこうした流れを引くのであろうか。
12）「三隈広報」（山口県三隅町＝現長門市）の第3号（1951年12月）が「三隅風土記」を掲載している（http : /
/www.nagato-archives.jp/backnumber/1951/）。長期連載の例としては，陸前高田市の『広報りくぜんたかだ』
に連載中の「気仙風土記」が628回（2016年1月現在）に及ぶ（http : //www.city.rikuzentakata.iwate.jp/shisei/
kouhou/tujyou/tujyou.html）。
13）さらに近年では，2013年を風土記1300年として，行政の側から古風土記を持ち出す動きが特に兵庫県・茨城
県で見られた。
14）有朋堂文庫や日本古典全書は予約制のセット販売であり，しかも有朋堂文庫（第2輯全60冊）は全額前払い
で40円，月払いならば45．5円であった（朝日新聞1913年9月24日掲載広告による）。日本古典全書は普及版で
は各冊50銭であり，しかも「教科用并に不断に普及を要する諸冊」「学徒が日常実用の書」については「古典
文庫」という名称で自由分売も併用した（『古風土記集 中卷』巻末広告）。古風土記・同逸文集もそのなかに
含まれたが，古風土記は3分冊（各冊50銭），逸文集は75銭である。これに対して，岩波文庫本は読み下し文
のみながら古風土記・逸文を全て収録して80銭である。
15）河出書房（新社）では日本国民文学全集（1956）など四つの全集で，筑摩書房では古典日本文学全集（1960）
など三つの全集で，風土記（抄訳）を収録している。なお平凡社の東洋文庫にも口語訳が収められている（1969）。
16）与田の『古事記』（与田，2009）では13話のうち「あれ野のものがたり」など5話が風土記に由来する。巻
末の解説では記紀だけでなく風土記も言及され，2話については風土記由来であることが示されているが，3
話については出典は示されていない。なお，風土記が明示されない再話はすでに国定教科書にある（たとえば
第1期高等小学校国語読本巻2「浦島子」・第2期尋常小学校国語読本巻2「モチノマト」。これらの教科書
は日本教科書大系：近代編（講談社）によった）。
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In Japan, Hudoki is originally the title for chorographies or reports, which the central government ordered
each province to present in 813. It got the status as a symbol of “lost antiquity” in pre−modern Japan.
Thus the preference for “hudoki”, that is hudokiphilia, prevails in modern Japan. “Hudoki” is used for the
title of books, musics, dramas, movies, TV−program, web−pages, and many goods with local tastes. This
article examined the state of publication of books titled as hudoki. They have been published concentrat-
edly in 1970－2000. The regions which these hudoki describe are mainly Japan. The spatial scale of these
books is smaller than prefectures.
A preliminary survey for studying hudokiphilia in modern Japan
TATUOKA Yuuzi
（Keywords : hudoki, hudokiphilia, modern Japan, geography）
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